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ー新庁舎の事業手法及び候補地等の比較分析と
新庁舎をいかしたまちづくりー

平成29年10月12日
第5回 美濃加茂市新庁舎整備基本構想策定委員会

資料5－1

2050年の美濃加茂市のまちの姿を考える
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市長から本委員会に対する諮問事項 「美濃加茂市新庁舎整備基本構想について」

第5回委員会の主な議題

①現庁舎の課題整理

②新庁舎に求められる基本機能

③新庁舎整備の事業手法及び候補地等の比較分析

④新庁舎をいかしたまちづくり構想
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１.新庁舎整備の候補地等の比較分析
第4回策定委員会を踏まえて
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駅周辺エリア

駅北側の
スーパー周辺エリア

前平公園
（畜産試験場含む)

現庁舎

直径約1キロの円

前回委員会にて議論された新庁舎候補地

・山之上連絡所
・昭和村

山手バロー東
新開発地
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新庁舎候補地に対する意見

[現庁舎周辺]
大規模な土地の買収が不要！！その分だけ機能充実に回せる
市有地としてのメリットがある
コストが少なくてすむ
建築コストが安い
現実性を考えると一番実現しやすい

駅からの徒歩圏
徒歩で行ける
駅周辺エリアと合わせて整備できると良い
市バスの発着場となり得るところ

広さが足りない
広さ以外においてはとても良い場所ではないか

駐車場せまい
広さが不安要素→高層化で回避

スペースがない
敷地が狭い
敷地面積×
生涯学習センターと一体化することで広さを補う
駐車場不足と交通渋滞の可能性あり

浸水の可能性が高い
安全性が問題　一階を駐車場とすればOKか
浸水想定が不安要素→高層化で回避可能
水害が心配
災害面×

分散型をふまえて小さな本庁建物にする
何か所かの分庁舎もあり
電波障害など既存施設のため必要ない
今後コンパクトな街にするには現状で良い
庁舎の立地が悪い
解体時に市民に迷惑をかける
まちづくりの可能性は大いにあり

なじみのある場所
親しみがある場所(わかりやすい)
現在地として市民に定着しており親しみやすい
緑が少ない
自然がない
市の中核的な位置
他の行政機関が集中している
美濃加茂市の"へそ"　やはり利便性は高い！
銀行、NTT、中電、商工会議所、JAなどがあり商業施設も多い
銀行が近い
市役所についでに立ち寄る場所ランキング１位
商店街に近い
商店街との連携
商店街に賑わいがない
駅前商店街、太田宿、中之島といった地域とも連動しやすい
シャトルスタイルの交通手段を構築 駅前ー市役所ー太田宿
おん祭のときに駐車場に使われている　祭り会場が近い
木曽川という市の宝とも近いので、庁舎に自然を盛り込む必要がない
美濃加茂市の伝統をこれからも築いていける
旧中山道に近い
中山道とのにぎわい
中山道を中心としたまちづくり
中山道太田宿を含む木曽川沿いの景観を活かしたまちづくり
太田宿しかない
人の流れが少ない
人が来やすい
憩いの場となれない
将来性×

周辺の利便施設

周辺の活動
コミュニティー

親しみ・安らぎ
憩い

多文化共生

にぎわい・活性化

歴史・観光・文化

子育て・教育

健康・福祉

交通・アクセス

治安・防災

スペース

コスト(土地確保)

自然・景観
まちなみ

その他感想など

手法

手法

手法
手法

手法

手法

手法

手法

手法

手法

[美濃太田駅周辺]
コストがかかる
土地の確保に危惧の念
用地買収の必要がありそうで、費用面や交渉が難しいのでは？
用地の確保費用大
土地がない。　借地は将来的に問題が残る
作り方によっては、アクセス、広さ、コスト共に良いのではないか
アクセスは良い
市バスの発着場である
アクセスしやすい
アクセス便利
アクセス面◯
交通の便が良い
徒歩でも動ける
駅からの徒歩圏
何と言っても駅中心に動くと便利◯
駅には近いが、8割近い車での来庁者には逆に不便！！

今一番開発が進んでいるため、利用する人も機会も多い

人が来やすい
駐車場がない

おん祭やその他のイベント時の駐車場としての利便性が落ちる

駐車スペース無し
駐車スペースが無い
駐車場不足
駐車場ができない
敷地面積×
用地収用が困難
スペースがない
場所がない
土地が無い　借地は将来的に問題が残る
敷地面積確保×
広さがない。でも、学習センターも一緒の建物にしたり、
駐車場を近くの土地に用意することでカバーできる
水害に対して悪い

庁舎が分散する可能性があると分かりにくい
市外にPRしやすい

大いにあり

自然がない
公園のスペースがない

他の行政機関が近い（総合庁舎、警察、図書館、体育館）
商業施設が集積している
交流の深いまちづくり
交流・観光の拠点となる
外国人集まりやすい
商店街ににぎわいがない
商店街にぎわう
商店街との連携
空き店舗活用による活性化
空き店舗の活性化
商店街のにぎわい
シャッター商店街をにぎやかに
駅前がにぎわうのは良いと思うが、拡張性は少ない
空きビルの有効活用(分庁舎＋本庁)
空きビルの有効活用
空き家を利活用できる
空き店舗活用の場合は長期的なリスクもある（リース？買収？）

手法

手法

手法

手法
手法
手法

手法

手法

周辺の利便施設

周辺の活動
コミュニティー

親しみ・安らぎ
憩い

多文化共生

にぎわい・活性化

歴史・観光・文化

子育て・教育

健康・福祉

交通・アクセス

治安・防災

スペース

コスト(土地確保)

自然・景観
まちなみ

その他
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第４回策定委員会のふりかえり　「庁舎」と「まちづくり」について　（その１）

候補地のメリット・強みとなる指標
候補地のデメリット・弱みとなる指標

複数の指標に関わる意見（メリット・強みとして出されたもの）
複数の指標に関わる意見（デメリット・弱みとして出されたもの）

庁舎整備やまちづくりの手法について出された意見

※付箋に書かれたすべての意見を書き出したものです ※付箋に書かれたすべての意見を書き出したものです
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新庁舎候補地に対する意見
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第４回策定委員会のふりかえり　（その２）

[美濃太田駅北側スーパー周辺]

[山之上の連絡所] [ 昭和村] [山手バロー東新開発地]

コストが高い
コストがかかる
商業地が近く地価も高くなるのでは？買収面でコスト高

市の中央付近のため、市全体から見るとアクセスしやすい
アクセスは良い
バイパスが近くアクセスは良い

幹線道路があり歩行者危険
交通の面では安全性が低い

駅からの徒歩圏
アクセスに問題（徒歩で行けない）
徒歩で行けない
市バス発着場である
渋滞の可能性
商業地ゆえに、渋滞等が酷くなるのではないか？

庁舎敷地スペース確保に疑問
土地の確保が難しい
敷地面積確保×
敷地面積×
スペースがない
スーパー周辺にはできそうな場所がない
駐車場ができない
駐車場がない

災害に強い
浸水被害はない

イメージにない
まちづくりの可能性は少ない

現状ではごちゃごちゃしていて安らぎ感が薄い
自然がない
スーパーに行くついでに行ける
沢山のお店があって人が集まるから、市民が買い物ついでに寄るには便利
買い物途中に行ける
ついでに寄れる
商業施設との連携
スーパーなど人の集まる関連施設がある
自然と人が集まる
人が来やすい

商業集積地区には不可能

商業施設の活性化
新たに商店ができる
居住地域では無く商用地としての整備
文化の森までつながる広域で捉え、交流・文化のスペースに
人と人とのつながりを築ける（国際的にも）
文化の森との連動はしやすい
文化的なまちづくりという切り口はあるかも？

市役所の利用頻度は年数回程度が52.8％なのに、本当に人が集まり
やすい場所につくる必要はあるのか？市役所が暇をつぶせるような
施設で市民が集うような環境が整っていればここに作る意味はある

コミュニティーがない
新興住宅地から近く、新庁舎建設に伴う人口増に対応可能
生活拠点で集約されている
今以上に駅北側への集中が進み、南側のまちづくりがより課題になる
生活拠点が集約されすぎることによる、他地区の衰退

[前平公園（畜産試験場含む）]

手法

手法

周辺の利便施設

周辺の活動
コミュニティー

親しみ・安らぎ
憩い

多文化共生

にぎわい・活性化

歴史・観光・文化

子育て・教育

健康・福祉

交通・アクセス

治安・防災

スペース

コスト(土地確保)

自然・景観
まちなみ

その他

山之上の連絡所に思い切って移るのもありか 県の土地を利用すればコストが安くすむ
アクセスが問題
昭和村を公園化し、自然のなかでまちづくりを考える

未知数
全てをリセットし、新しいまちづくりができる

コストが少なくてすむ
市の土地　コストがかからない
市有地
市有地のメリットがある

アクセス悪
歩いてい行けないところは、どんなに良い庁舎を作ったとしても使えない
歩いて行けない
アクセス・広さ・コスト共に難しいのではないか
交通不便
交通の便が悪い
アクセスに問題がある
アクセスあまり良くない
市の中心にないため、遠い地区が出る
美濃太田駅から2km以上あるため不便
市民の利便性がない
R41、R248、インターの近くで将来性がある
車でのアクセスが良い
遠いので駐車場を広くとる必要がある
車を軸とした整備計画が必要
アクセス面×　ただしコミュニティーバスを利用できる
アクセス面のデメリットは市バスの発着場とすることで対処
市所有のミニバスを多く運用することで市民の足とする
長良川鉄道のダイヤ改善等は必要
車でのアクセスは道の整備が必要

スペースがある
広いゆとりのある敷地
広がりとゆったり感あり　さまざまな要素を取り入れることができる
広々とした土地がある
敷地面積◯
広さも充分で市有地のため、コスト面有利
駐車場が広くとれる
広い用地でいろんなお店をつくりやすい

新たな商店が出来る
水害に強い
水害に強い
災害に強い
安全性が高い
水害の心配はまったくない　フラットな庁舎も実現可能！
災害面◯

現庁舎が移転することで話題性や目新しさがあってワクワクする！
まちづくりの可能性は少ない

自然に囲まれ美濃加茂らしさも表現できる
自然が多い
自然が多い
自然が多い
自然を活かしたスペース確保が可能
自然があり、充分な広さもあり、子育て世代が行きやすい
子育てに特化した環境を提供
一番人と人の輪を作れる場所である
人が集う公園
緑あふれてあたたかく、人と人の輪を築ける
運動と自然を通した健康的なまち
前平公園の見直しを同時に進めて、自然やスポーツのまちを実現！！
公園を有効活用
都市公園としてまちづくり
ゆったりとみんなが過ごすことにできるエリアになる可能性あり
憩いの場としやすい
他の商業施設と離れているので人が行きづらい
商店街がない

手法
手法

手法
手法
手法

手法手法
手法

手法
手法

周辺の利便施設

周辺の活動
コミュニティー

親しみ・安らぎ
憩い

多文化共生

にぎわい・活性化

歴史・観光・文化

子育て・教育

健康・福祉

交通・アクセス

治安・防災

スペース

コスト(土地確保)

自然・景観
まちなみ

その他

※付箋に書かれたすべての意見を書き出したものです ※付箋に書かれたすべての意見を書き出したものです

候補地のメリット・強みとなる指標
候補地のデメリット・弱みとなる指標

複数の指標に関わる意見（メリット・強みとして出されたもの）
複数の指標に関わる意見（デメリット・弱みとして出されたもの）

庁舎整備やまちづくりの手法について出された意見
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新庁舎の候補地に求められること

・誰もが立ち寄りやすい場所にあること。
・駐車場も考慮した庁舎のスペースとして十分な広さが確保されること。
・計画地周辺も含めて生活の便利が良いこと。
・土地の取得を含めコストが抑えられていること。
・緑があり自然や景観などの環境が整っていること。
・治安がよく、防災面においても安心で安全なこと。
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新庁舎をいかしたまちづくりに求められること

・生活と商業を結びつけ人の流れをうむにぎわいのまちづくり
・地域の活動やコミュニティを活かし、人と人のつながりを築く交流のまちづくり
・歴史や伝統をいかした観光まちづくり
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2.新庁舎整備の事業手法
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新庁舎の事業手法（資金調達や運用）
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新庁舎の事業手法（建物の配置）

現在の庁舎機能は、本庁舎、分庁舎、生涯学習センター、プラザちゅうたい、文化の森、山之上交流
センターの６ヶ所に分散している。
分棟は、利用者の利便性においてデメリットとされるがメリットとしては下記のような状況がある。
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3.新庁舎をいかしたまちづくり構想
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庁舎をいかしたまちづくり構想 １

[庁舎をいかしたまちづくりについてを考慮し考えられる候補地]

候補地は駅周辺の２KM圏内に集まっている
↓

コンパクトエリア内に庁舎を配置する。（公共施設等総合管理計画）

[コンパクトエリア内でのまちづくりについて、課題であり求められていること]

・人の流れをつくり、にぎわいをつくっていく。
・駅前商店街、太田宿、中之島など地域と連携する。
・美濃加茂の伝統を守っていく。中山道を活かす。
・国籍を問わず、人と人との交流がうまれる。
・空きビルや空き家を有効活用していく。
・木曽川、緑など自然を大切に景観に配慮する。

まちづくり構想のコンセプト「現代版 太田宿」

（第４回策定委員会の意見より抽出）

（※地理的な太田を意味するものではない）
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庁舎をいかしたまちづくり構想 ２

「現代版 太田宿」とは

人・モノ・コト・情報の行き交う場で培われてきた美濃加茂人のDNAである
「迎え入れる心」とその「土壌・風土」をまちづくりに活かし、
今の美濃加茂市のコンパクトエリアで再構築すること。
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庁舎をいかしたまちづくり構想と基本理念

[庁舎の基本理念]

すべての人に
やさしい庁舎

みんなのまちづくりひろば

[庁舎の５つの基本方針]

市民が集う
開いた庁舎

まちを元気に
する庁舎

安全で安心な
庁舎

持続ができる
庁舎

・利用しやすい

・働きやすい

・バリアフリー

・ユニバーサル

デザイン

・市民協働ができる。

・市民が気軽に関わ

り活動できる

・ふらっと寄れる憩

いのある空間

・にぎわいをうむ

・人が行き交い、

商いが育まれる。

・美濃加茂暮らしを

楽しくする

・災害に耐え市民の

暮らしを守る

・地域防災拠点とし

て機能する

・環境負荷の低減

・自然環境を活かす

・社会ニーズや高度

な技術への柔軟な

対応ができる


